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妙高戸隠連山国立公園連絡協議会規約 改正案 

（名称） 

第１条 本会は、妙高戸隠連山国立公園連絡協議会と称する。 

（目的） 

第２条 本会は、妙高戸隠連山国立公園の関係者が協働型の管理運営を実施することにより、当国立公 

園（関係が密接な周辺部含む。以下同じ）の保全及び利用を促進することを目的とする。 

（事業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）自然環境の保護と利用に関する情報の共有化 

（２）ビジョン、管理運営方針及び行動計画に関する事項

（３）広域的に取組むべき課題の検討及び解決 

（４）その他、本会の目的を達成するために必要な事項 

（構成） 

第４条 本会の会員は、協議会の趣旨に賛同する別表に掲げる関係行政機関、関係団体及び有識者により

構成する。 

（役員） 

第５条 本会に次の役員を置く。 

（１）会長 1名 

（２）副会長 ２名 

（３）監事 ２名 

（役員の選任及び任期） 

第６条 役員は、総会において会員の中から選出する。 

２ 役員の任期は、１年とする。ただし、再任を妨げない。 

  ３ 会長は、環境省信越自然環境事務所及び関係市町村の長から互選とする。 

  ４ 副会長及び監事は、会長の指名により選出する。 

（役員の職務） 

第７条 会長は、協議会の会務を統括する。 

２ 副会長は、会長の職務を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代行する。 

３ 監事は、協議会の会計を監査する。 

（会議） 

第８条 本会の会議は、総会及び幹事会とする。 

資料１ 第１号議案
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（総会） 

第９条 総会は会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 総会は、会長、副会長、監事及びその他の会員並びに会長が必要と認める者をもって構成する。 

３ 総会は、原則年１回開催するものとするが、必要に応じ臨時総会を開催できる。 

４ 総会は、会員の２分の１以上の出席により成立するものとする。 

５ 総会は、予算、決算及び事業計画並びにその他必要な事項を協議又は承認する。 

  ６ 総会の承認事項は、会員の協議を経た上で、議長の決するところによる。 

（幹事会） 

第 10条 幹事会は、必要に応じ事務局が招集する。 

 ２ 幹事会は、本会を構成する行政機関の幹事及び事務局が必要と認める者をもって構成する。 

   ３ 幹事会は、協議会の運営等に関する具体的な協議等を行う。 

   ４ 幹事会は、予算、決算及び事業計画以外で会長が認めた事項について、承認することができる。 

 

（部会の設置） 

第 11条 事業を効果的、効率的に実施するため、必要に応じて個別課題等に対応する部会を設置するこ 

とができる。 

２ 部会の設置、構成等必要な事項は、会長が定める。 

 

（会長の専決処分） 

第 12条 会長は、総会及び幹事会（以下「総会等」という。）を招集する時間がないとき、又は総会等の

権限に属する事項で軽易なものについては、その議決すべき事項について、これを専決処分する

ことができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等に報告し、その承認を得な

ければならない。 

 

（会計） 

第 13条 本会の経費は、負担金、補助金、その他収入をもって充てる。 

２ 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31日に終わる。 

（事務局） 

第 14条 本会の事務を処理するため、環境省信越自然環境事務所（長野県長野市旭町 1108）に事務局を

置く。 

２ 本会の会計を処理するため、別途経理担当を置く。 

   ３ 経理担当の任期は、１年とする。 

（その他） 

第 15条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附則 

この規約は、平成 28 年７月 19日から施行する。 

この規約は、令和４年８月 26日から施行する。 

この規約は、令和●年●月●日から施行する。 



NO 機関・団体等 総会構成員 幹事会構成員

1 東京農工大学　名誉教授　土屋　俊幸

2 文教大学　国際学部　教授　海津　ゆりえ

3 富山大学　芸術文化学系　教授　奥　敬一

4 NPO法人GOZAN自然学校　代表理事　目須田　修

5

6 小谷温泉旅館組合　代表　山田　誠司

7

8 糸魚川フォッサマグナミュージアム　館長

9 妙高高原ビジターセンター　館長

10 野尻湖ナウマンゾウ博物館　館長

11 元高谷池ヒュッテ管理人　築田　博

11 高谷池ヒュッテ　管理人

12 戸隠登山ガイド組合　代表　吉本　照久

13 一般社団法人 糸魚川市観光協会　会長

14 一般社団法人 妙高ツーリズムマネジメント　会長

15 一般社団法人 戸隠観光協会　会長

16 一般社団法人 飯綱高原観光協会　代表理事

17 一般社団法人 信州しなの町観光協会　代表理事

18 一般社団法人 飯綱町観光協会　会長

19 一般社団法人 小谷村観光連盟

20 糸魚川市長

21 妙高市長

22 長野市長

23 信濃町長

24 飯綱町長

25 小谷村長

26 新潟県環境局長

27 長野県環境部長

28 上越森林管理署長

29 北信森林管理署長

30 中信森林管理署長

31 環境省 信越自然環境事務所長 国立公園課課長

総括森林整備官

環境等関連課長
及び
観光等関連課長

観光協会・ＤＭＯ 事務局長級

林野庁

県

市町村

博物館関係者

地域振興関係者

妙高戸隠連山国立公園連絡協議会　構成員名簿

同左有識者

山岳関係者

エコツーリズム関係者

同左

資料１ 別表
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令和６年度 妙高戸隠連山国立公園連絡協議会 活動報告（案） 

 

令和６年度は「総会」のほか、「幹事会」「歩く利用部会」「情報発信部会」「延伸協議分科会」

及び「妙高連峰登山道連絡会」を開催し（令和７年１月 31 日現在）、行動計画の目標実現に向け

て以下の取組を実施した。なお、取組は協議会構成員をはじめ地域住民を含めた協働で行った。 

 

（１）国立公園計画 

○公園計画点検に向けた調査 

・奥裾花地域（長野市）拡張を含む公園計画全体の見直しを行うため、調査及び調査結果の報告

会を行った。（環境省） 

 

（２）生物多様性の保全 

○火打山におけるライチョウ保全に関する取組  

・地球温暖化の影響で植生の変化が認められる火打山において、大規模試験区（約 50ｍ×約 50

ｍ×2箇所など）でイネ科植物の除去事業を行い、約 458kg のイネ科植物を除去するとともに、

ライチョウの生息環境改善及び高山帯の生態系保全についての評価を行った。（有識者・新潟

県生態研究会・環境サポーターズ・妙高市・環境省・上越森林管理署） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

作業方法のレクチャーと作業の様子 

 

○妙高山・火打山における植生状況の継続的なモニタリングの方法の検討  

・火打山の植生を毎年同一地点で写真を撮り変化を記録しており、令和６年度は実施できなかっ

たが、これまでの記録の整理を進めた。（元高谷池ヒュッテ管理人 築田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－① 

 

 

（第２号議案） 
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○金山におけるお花畑保全の取組 

・金山～天狗原山の花畑保全作業として、中信森林管理署や小谷村等の協力を得て、湿原の土砂

流出を防ぐため、洗掘部に土嚢を設置した。（環境省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業前（左） 作業後（右） 

 

 

 

○火打山 天狗の庭におけるお花畑保全の取組 

・天狗の庭周辺において、既存木道により水の流れが阻害され、ハクサンコザクラ等の湿生植物

が減少していることから、保全対策として木道下などで水の取り回しを図る木道修繕工事（延

長約 200m）を実施した。（環境省） 

 

 

 

 

 

 

 

木道の底上げ          スリット構造 

〇戸隠森林植物園内の木道整備 

・戸隠森林植物園内の木道等遊歩道整備を関係する戸隠森林植物園協議会やボランティア合わせ

て 90 名が参加し、木道の回収やウッドチップを敷設する等の整備を行った。（北信森林管理

署） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウッドチップ敷設             整備された木道 
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○大谷地湿原での湿原植生の保全に関する取組 

・キショウブの駆除後の経過観察・監視を行った。令和６年度は 12 個体確認されたため、飯綱

高原観光協会が伐根した。（長野市・飯綱高原観光協会） 

・大谷地湿原の今後の保全、再生に向け、国立長野高専に委託し、ドローン空撮による湛水状況

調査、湿原の植生、水質、地下水位、土質調査を実施した。（長野市） 

・飯綱高原の大谷地湿原では、キショウブなどの外来植物やヨシの繁茂がみられ、乾燥地化が懸

念されている。その対策として、令和６年度も長野市が飯綱高原観光協会にヨシ刈りを依頼し、

計 65 日間にわたって、延べ 91 名が参加し、約 20,000 ㎡のヨシ刈りと搬出を行った。令和５

年度までは秋にヨシ刈りをしていたが、春先から刈った方がヨシ殲滅の効果が期待されるとの

研究結果により令和６年度は６月頃からヨシ刈りを実施したところ、ヨシ以外の外来植物の成

長しやすい環境が整ってしまい、湿原の一部でムラサキツメクサの群生等が見られたことから、

今後はヨシの刈り方を工夫し外来植物の繁殖を抑える必要がある。（長野市・飯綱高原観光協

会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑大谷地湿原でのヨシ刈りの様子 

 

←ヨシ刈り終了後の様子 
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○雨飾山中の池での生態系保全に関する取組 

・中の池は、希少なフクイマメシジミが生息するなど、亜高山帯における希少な淡水生態系を有

しているが、土砂流入により年々面積が縮小し、将来的に消失する可能性が危惧されている。 

・令和６年度は、令和５年度に土砂流入対策として設置した土留めや水切り工のモニタリングを

実施した。その結果、土留めにおいて流入土砂の十分な堆積が確認され、池への土砂流入が抑

制されていると考えられた。 

・併せて、長期的な保全の観点から今後必要な保全対策についても検討を行なった。（地元関係

者、糸魚川市、環境省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登山道沿いに設置された土留め工    土砂の堆積状況（地面上に置いた 

土留めに土砂が覆われつつある） 

 

○笹ヶ峰高原、いもり池周辺等での外来種に対する取組  

①特定外来生物オオハンゴンソウ防除  

・火打山の登山口の一つである笹ヶ峰周辺において、オオハンゴンソウの防除を構成員等 62 名

が協力して行い、約 600kg（令和５年度は約 330kg）のオオハンゴンソウを駆除した。（地域

住民・環境サポーターズ・妙高高原ビジターセンター・新潟県・環境省・上越森林管理署・妙

高市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   駆除の様子 
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②いもり池外来スイレン対策  

・いもり池の生物多様性と水面に妙高山が映りこむ「逆さ妙高」の景色を取り戻すため、外来ス

イレン対策事業を行った。妙高市が主体となり、春季と秋季において構成員等延べ 117 人が協

力し、いもり池の一部において、防草シートの追加設置（約 1400 ㎡）とスイレン刈り取りを

行った。（地域住民・環境サポーターズ・妙高高原ビジターセンター・環境省・妙高市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

シート定着用の土のう作り        専用ボートによる刈取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

底に敷設するシートづくり      刈り取ったスイレンの引き揚げ 

 

○戸隠森林植物園周辺でのゴミ拾い及び外来種に対する取組 

・令和６年５月 30 日に北信森林管理署の主催で、構成員等と協力してゴミ拾い及び外来種除去

を実施した。63 名の参加者があり、５班に分かれて実施した。西洋タンポポ 12kg、ハルザキ

ヤマガラシ 92kg、ゴミ３kg の成果があった。（国有林野関係団体・戸隠観光協会・長野市・

環境省） 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

ゴミ拾い・外来種駆除の様子 
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○国有林等でのニホンジカ等対策 

・囲いワナ及び箱ワナによるニホンジカの捕獲及び GPS による行動把握等を目的とした委託事業

を実施したが、公園内でニホンジカの撮影はできたものの捕獲までは至らなかった。（上越森

林管理署） 

 

 

 

 

 

 

 撮影されたニホンジカ 

 

・戸隠山国有林、飯縄山国有林、霊仙寺山国有林において 15 台のセンサーカメラを設置し、野

生動物を撮影した。ニホンジカ・ツキノワグマ・イノシシ・カモシカ・キツネ・サル・テン等

の撮影があった。（北信森林管理署） 

 

 

 

 

 

 

 

ニホンジカ           ツキノワグマ          カモシカ 

 

・霊仙寺山国有林及び飯縄山国有林では有害鳥獣管理業務委託を実行し、くくりわなによる捕獲

を実施した。霊仙寺山国有林５月７日から６月 29 日（信濃町猟友会）、飯縄山国有林８月 27

日～11 月７日（JA ながの第一有害対策協議会）の期間で実行した。霊仙寺山国有林では捕獲

はできませんでしたが、飯縄山国有林ではニホンジカ２頭（メス１頭・オス１頭）、イノシシ

３頭（メス２頭・オス１頭）を捕獲した。（北信森林管理署） 

 

 

 

 

 

 

 

くくりわな（誘引餌）           捕獲されたイノシシ 
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・鳥獣被害対策実施隊による妙高山山麓周辺のニホンジカ等の生息確認及び捕獲を実施した。令

和３年度 154 頭であったが、近年は降積雪が少ない影響などから、令和４年度は 24 頭、令和

５年度 10頭、令和６年度 18頭（令和７年１月 30日時点）の捕獲となっている。（妙高市） 

 

○火打山・妙高山地域で地域自然資産法に基づいた入域料の収受 

・火打山と妙高山の登山口３カ所（妙高市内）等で、ライチョウ保護や登山道保全整備のために

入域料の収受を７月１日から 10 月 31 日まで実施した。本年度の収受額は、4,983,235 円（Ｒ

5：4,855,425円）。（生命地域妙高環境会議、妙高市、新潟県、環境省、上越森林管理署） 

 

〇民間参画、市場メカニズムを活用した保全費用の確保の推進  

・ライチョウ保護のクラウドファンディングを行った。（妙高市） 

令和６年度の実施期間：10 月 7日～12月 31日 182名 2,478,000円 

・入域料に関する他自治体等の視察の受け入れを行った。（妙高市） 

大分県、群馬県（尾瀬国立公園） 

・登山道整備のトレイルワークツアーを実施した。（妙高市） 

第１回：8月 1日・2日  第２回：10月 9日・10日 

・妙高市による入域料導入の実績を生かし、他地域への展開を図る。（協議会） 

 

〇活動成果及び調査結果、自然環境情報や効果的な保全方法の協議会ホームページでの 

共有（環境省） 

 

（３）良好な景観形成 

○国立公園の良好な風景の保全 

・妙高市笹ヶ峰において、良好な展望地における修景伐採を行なった。（環境省） 

 

     

 

 

           

 

 

        伐採前              伐採後 

 

〇国立公園における景観改善  

・自然公園法等の関係法規並びに各自治体の景観計画に基づく届出制度等により、良好な景観形

成を図った。（環境省、法定受託事務自治体） 

・「良好な景観づくりの手引き」（2018年に連絡協議会作成）を活用した景観改善の推進を行っ

た。（協議会）  

・環境省の各種補助金を関係者に周知し、景観改善の取組の促進を図った。（協議会） 
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（４）ロングトレイルの設置 

〇「あまとみトレイル」の運用 

・令和３年 10月に開通した長野駅～戸隠～笹ヶ峰～野尻湖～斑尾山の区間について、5月から再

開通し、運用した。（協議会） 

 

〇延伸ルート開通に向けた取組 

・小谷村、糸魚川市方面への延伸ルート開通に向けて、エスケープルートとなる大渚山ルートの

踏査を実施した。また、延伸協議分科会（12 月 23 日開催）や関係者との個別打合せを行い、

利用等に関する手続きや調整、諸準備の確認、検討を行った。 

・雨飾山については標識設置場所案までを作成した。大渚山は踏査結果やこれまでの利用、管理

状況を踏まえて、必要な安全対策や体制について意見交換し、つづけて土地所有者や維持管理

者との調整を行っていくこととした。（協議会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         踏査          延伸協議分科会（12月 23日,小谷村） 

 

○あまとみトレイル動画の制作 

・妙高高原ビジターセンターの映像展示にあまとみトレイルの情報を追加するため、多言語の動

画制作を行った。なお、制作した動画はビジターセンターに限らず妙高戸隠連山国立公園

YouTube 等でも活用していく。（環境省） 

 

○利用活性化、地域浸透に向けた取組 

・あまとみトレイルガイドやスルーハイク、維持管理の体制作りや写真展開催による地域への浸

透等、利用活性化向けた取組を行った。（協議会） 

 

（５）登山の活性化 

○妙高連峰登山道連絡会の開催 

・令和４年度に策定した妙高連峰登山道保全管理運営計画書に基づき、妙高連峰の登山道に関わ

る関係者が参加する連絡会を１回（７月２日）開催した。連絡会では、保全管理運営計画書に

記載されている「課題・推進体制・スケジュール」に関して、情報共有及び意見交換等を行っ

た。また、次期の見直しに向けて、意見交換を行った。（環境省） 
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○登山道・歩道の巡視・維持管理  

・連絡協議会構成員、維持管理団体等によって、登山道の草刈り、補修等が実施された。（各関

係主体） 

 

○雨飾山の登山相談所開設・交通整理の実施（小谷村） 

・登山者の安全と遭難防止への対策として、令和５年度に引き続き、登山相談所設置及び交通整

理等を行った。登山相談所は小谷村雨飾山小谷温泉登山口に開設し、北アルプス北部地区遭対

協隊員による指導を行った。交通整理は小谷温泉口・雨飾高原登山口の駐車場が満車になった

時点で、雨飾山荘より上部を通行止めとした。また、駐車場の空車状況を登山者が確認できる

ようライブカメラを設置した。相談所開設は令和６年９月 21 日から、交通整理は令和６年９

月 21 日（土）から 10 月 27 日（日）までとし、それぞれ土曜日・日曜日 ・祝日に行った。

（小谷村） 

 

○笹ヶ峰の臨時駐車場の設置（地元関係者、妙高市、環境省） 

・笹ヶ峰では、紅葉シーズン等に既存駐車場があふれ、車道沿いに路上駐車が発生し、バスや緊

急車両の通行上の支障が生じるなどといった課題があるとのことから、前年度に引き続き臨時

駐車場を設置した。なお、前年度は９・10月の土日祝日に設置したが、今年度はお盆・夏休み

の繁忙期も考慮し、８月 10 日から 10 月 31 日まで臨時駐車場を常設した。日によっては既存

駐車場が満車となったが、休日は雨天日が多かったこともあり、駐車場があふれる期間は 1 日

間と限られていたため、臨時駐車場の利用は少なかった。（地元関係者、妙高市、環境省） 

 

○携帯トイレ利用の普及啓発 

・携帯トイレブースの設置、定期清掃（妙高市、長野市、小谷村） 

 登山口でもある雨飾山荘が管理した。（糸魚川市） 

 トイレブースの設置を今年度も継続して行った。（小谷村） 

 登山道沿いにトイレブースを設置し、継続して運用した。７月１日～10月 31日。（妙高市） 

登山道沿いにトイレブースを設置し、継続して運用した。４月 19日～11月 26日（長野市） 

・携帯トイレの販売・配布 

糸魚川市：雨飾山荘にて販売。 

 小谷村：販売個数（登山口自動販売機）283個。 

 妙高市：これまで同様に販売を継続した。販売個数 155個。 

 長野市：継続して販売した。 

・携帯トイレの利用促進に向けた普及啓発活動（妙高市、長野市、小谷村） 

雨飾山荘入口、フロント等でお客様に周知できるよう案内表示を行った。（糸魚川市） 

 登山口でのポスター等による広報、雨飾高原キャンプ場・小谷村公式 SNS での広報（小谷村） 

 ・現地での掲示物設置や入域料収受員収受活動中の声掛けを行った。（妙高市） 

・連絡協議会及び各主体が情報発信する登山マップ等で携帯トイレの持参を呼びかけた。（関

係自治体） 

 ・妙高戸隠連山国立公園「山登りマップ」にて携帯トイレの案内を行っている。（環境省） 
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○火打やまナビの運用  

・火打山登山道に設置されたビーコンを利用して、スマートフォン

で火打山の情報を登山者が受け取るアプリ「火打やまナビ」の運

用を行った。アプリ作成・立ち上げは環境省が、改良・運用・維

持管理は妙高市が実施した。令和６年度のダウンロード数は 14

件。（妙高市） 

 

 

 

 

○黒姫山における登山道勉強会の開催 

 合同会社北海道山岳整備の岡崎哲三氏を講師としてお招きし、黒姫山において近自然工法の勉

強会を開催した。黒姫山関係者等、15名程度の参加者があった。（環境省） 

 

○糸魚川ユネスコ世界ジオパーク山岳連盟協議会の設立  

・市内の山の魅力を発信すること、山岳遭難事故に対して更なる連携強化を図ることを目的とし

て、新たな協議会を設立した。（糸魚川市） 

設立日：令和６年６月１日 

加盟団体：糸魚川市、糸魚川市消防本部、糸魚川警察署、地元山岳会、その他 

 

○協議会ホームページでの登山情報の一元的な発信 

・連絡協議会ホームページなどでの登山情報の一元発信 

 

（６）エコツアーの活性化 

○ネイチャーポジティブツーリズム促進 

・令和５年度の勉強会で出たアイディアを一覧とし、オフィシャルパートナー企業等へ周知を図

った。（協議会） 

 

○妙高戸隠連山国立公園ストーリー集の作成 

・当国立公園のテーマである「火山・非火山の結集地～大地の営みとそれに寄り添う人々の暮ら

し・信仰が紡ぐ風景」を感動的かつ分かりやすく利用者に伝えるためのストーリー集を作成し

た（令和６年度中に完成予定）。（環境省） 

 

○野尻湖おける感動体験創出事業 

・国立公園の美しい自然の中でストーリーに基づく感動体験を柱とした滞在型・高付加価値観光

の推進を図ることを目的とし、野尻湖地域においてグリーン期ツアー（小型漁船で野尻湖をめ

ぐり、森林セラピー等多様な体験を行う）・ナイトツアー（遊覧船を貸切り、暗闇の琵琶島に

上陸した後、月明かりに照らされた野尻湖をクルージング）・雪見ツアー（雪の無人島で雪遊

びやカフェタイム）を試行した。「新しい野尻湖が発見できた」「今後もツアーを継続して欲

しい」等の意見がきかれたため、今後は民間事業者が自走するための枠組みづくりを支援して

いく。（環境省） 



11 

■グリーン期ツアーの様子                  ■冬ツアーの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ナイトツアーの様子 

 

 

〇あまとみトレイル勉強会（意見交換会）の実施（協議会） 

あまとみトレイルの推進を図ることを目的として、あまとみトレイルを題材としたガイド勉強

会を次の通り開催した。なお、勉強会は、当国立公園のストーリー集づくりに資する内容も含ま

れるため、ストーリー集づくりのワークショップと同日開催した。 

 

日時：平成６年 12月３日（火）13時～14時 

場所：信濃町公民館野尻湖支館 ３階 講堂および野尻湖畔 

内容： 

あまとみトレイルは野尻湖の南岸をとおることから、地域住民や当国立公園のガイド等が訪

れる方にあまとみトレイルの魅力を伝えることができるよう、野尻湖のでき方、今度野尻湖

はどうなっていくのか、ナウマンゾウを中心とした発掘調査の意義等を、野尻湖ナウマンゾ

ウ博物館の近藤館長に、専門家の立場から野尻湖エリアのガイド(解説)内容を教えていただ

いた。 

参加者数：19名（ガイド、観光協会、VC・博物館、宿泊施設、行政機関など） 

 

参加者からは、「さまざまなストーリーを考えるきっかけになった。」「慌ただしかったですが、

近藤館長の貴重なお話を伺えて、楽しかった。地質の分野は時間・空間のスケールが大きく、現

在見えていないことの想像も必要で、理解が追いつかないこともありますが、現在の地形や自然

環境、人の暮らしにも直結するので、興味を持って勉強を続けていきたい。」などの感想をいた

だいた。 
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〇各構成員による質の高いガイドの養成及びエコツアーの実施 

・構成員（博物館施設、観光協会、ガイド等）のガイド研修やエコツアーが行われた。（構成員） 

・あまとみトレイルのガイド研修を令和５年度に引き続き実施した。令和６年度は野尻湖から斑

尾山までの区間を実施し、今年度で既存の全開通ルートの研修をひととおり終了した。（戸隠

登山ガイド組合） 

・田畑・湖川・里山や森の中で『自然を楽しみ自然に学び元気を明日につなごう』をスローガン

に、四季折々の魅力を体感し、郷土の自然の魅力と命の大切さを感じる人づくりにつながるツ

アーメニューを提供した。自然体験学習と自然環境保全活動にかかわるインストラクターの育

成も実施。（NPO法人 GOZAN自然学校） 

・野尻湖、黒姫を中心に現地での自然観察会や博物館

施設での体験イベントを実施した。また、11 月 4 日

にはあまとみトレイル沿いの地史や文化的な歴史な

どを学ぶイベント「学習会『あまとみトレイルを歩

こう！』」を実施した。来年はあまとみトレイルの

笹ヶ峰方面のイベントを実施予定。（野尻湖ナウマ

ンゾウ博物館） 

  学習会『あまとみトレイルを歩こう！』の様子→ 

 

○環境省 WEBサイトで紹介 

・「国立公園に行ってみよう」のサイトを更新し、妙高戸隠連山国立公園の紹介、国立公園なら

ではの体験ができる各コンテンツ情報に加え、国立公園の物語を感じられるモデルコースを新

たに追加。物語のテーマは「山岳信仰と数々の伝説が伝わる妙高の、自然の中で人々が培って

きた文化の探訪」とし、上越妙高駅から関山神社、黒姫高原、戸隠神社等を巡り長野駅へと至

る２泊３日のコースを紹介した。（環境省） 

「妙高戸隠連山国立公園でなにしよう？」： 

https://www.env.go.jp/nature/nationalparks/list/myoko-togakushi-renzan/try/ 

     

〇（一社）日本旅行業協会（JATA）との観光促進意見交換会 

・11 月７日～８日に妙高市において、国内の主要な旅行会社で構成された JATA 国内旅行推進委

員会と妙高戸隠連山国立公園の観光促進にかかる意見交換会を実施した。意見交換会では、妙

高戸隠国立公園の紹介や地元観光協会や地元企業からの取り組み紹介、妙高高原ビジターセン

ターや戸隠神社の現地視察などを行い、本国立公園の魅力を発信するとともに、今後の連携に

向けた機運作りを行なった。 

 

○妙高高原ビジターセンターツアーデスク 

・妙高高原ビジターセンターのツアーデスクにおいて、来訪者へ自然環境、四季の動植物、登山

道状況など多岐にわたる情報提供を行った。また、バードウォッチングをはじめ妙高山麓高原

ウォーク、ヨガ体験、カエルとイモリ勉強会、クラフト体験、スノーシュー散策など自然や環

境を楽しめる各種アクティビティの提供を行った。（妙高高原ビジターセンター、妙高市） 
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○環境省農山漁村体験プロジェクト事業（長野県側） 

・妙高戸隠連山国立公園における教育旅行の推進を目指し、広報用冊子の作成を行った（令和６

年度中に完成予定）。（環境省） 

 

○各構成員によるその他の取組 

・フォッサマグナミュージアム特別展（フォッサマグナミュージアム） 

「生きている火山と私たち 焼山噴火 50年 1974▷2024」の開催 

期間：2024 年 8月 4日～9月 29日 

環境省の活動パネル（取材協力 妙高高原自然保護官事務所 関自然保護官） 

・フォッサマグナミュージアム特別展の出張展示（フォッサマグナミュージアム） 

期間：2024 年 12 月 9日～12月 22日 

場所：妙高高原ビジターセンター 

・令和６年度新潟焼山火山防災講演会（新潟焼山噴火災害５０年啓発事業） 

（フォッサマグナミュージアム） 

開催日：2024年 8月 5日 

場所：ビーチホールまがたま にて 

内容： 

１．基調講演 京都大学 石原和弘 名誉教授 

     新潟焼山の特徴とそなえ ～火山の監視、ハザードマップと避難～ 

２．気象台による表彰  

３．糸魚川白嶺高校による取組発表 

４．パネルディスカッション～焼山との共生と避難～ 

 

（７）情報発信の強化 

○協議会ホームページ及び Facebook情報の拡充 

・協議会ホームページ及び Facebook において、イベント等の各種情報を掲載するなど内容の充

実を図った。 
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〇オフィシャルパートナーとの協働・連携  

・11 月 21 日、22 日に国立公園オフィシャルパートナー企業との連携促進を図る現地意見交換会

を実施した。国立公園や各参加企業の取組紹介と、ネイチャーポジティブ・情報発信の面での

連携について意見交換を行った。他には公園内の各施設や戸隠でのユニバーサルツーリズム、

あまとみトレイルなどの現地見学を行った。株式会社デラよりあまとみトレイルをイメージし

たデモサウンドを作成いただいた。 

ロングトレイルデモ：https://www.healingsound.jp/amatomi-demo 

 

○サテライトビジターセンターの設置 

・妙高戸隠連山国立公園のビジターセンターは妙高市に１箇所であるが、他市町村においても国

立公園の情報を広く発信し、広域利用を図っていく必要がある。そのため、妙高高原ビジター

センターの映像を見ることができるデジタルサイネージを１台作成し、野尻湖ナウマンゾウ博

物館に設置して、広報に活用した。（環境省） 

 

○国立公園指定 10 周年に向けた準備 

・令和７年３月 27 日で指定 10 周年を迎えることから、令和７年度を 10 周年記念年度とし、情

報発信部会で行事や各主体が取り組むことのできる企画のアイディアを話し合った。また、10

周年に行う、協議会及び各構成員、環境省、民間団体等の行事スケジュールをとりまとめ、指

定日にプレスリリースする予定。（協議会） 

 

○妙高高原ビジターセンター開設３周年及び国立公園指定 10周年記念誘客促進 

・11 月２日～３日に新宿御苑で開催された環境イベント「GTF グリーンチャレンジデー」にブー

ス参加し、妙高戸隠連山国立公園及び妙高高原ビジターセンターの PR を実施（参考：2023 年

イベント参加者数：4万 1462人）（妙高高原ビジターセンター、オフィシャルパートナー、妙

高市、環境省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベントの実施状況 

 

 

 

 

 

 

http://localhost/
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（８）協議会としての体制の充実 

・協議会が本国立公園で行う取組の充実を目指すため、協議会と地域の企業・団体等が相互に協

力し、「自然環境保全に関係する活動」、「適正な公園利用の推進に関係する活動」、「国立

公園の魅力を発信する活動」、「本協議会の取組への協賛」といった活動等を行うため、妙高

戸隠連山国立公園版オフィシャルパートナーシップの仕組みづくりを引き続き進めている。 

なお、11 月 21、22 日に妙高高原で全国の国立公園オフィシャルパートナー企業との意見交換会を

実施し、あまとみトレイルに関する発表や意見交換を実施した。 



令和６年度妙高戸隠連連山国立公園連絡協議会 会議実績 

 

 

第１回歩く利用部会 

令和６年５月 21 日（火） 

一茶記念館（信濃町） 

 

① あまとみトレイル（開通区間）の運用状況について 

② あまとみトレイルクラブより 2024 年計画等について 

③ 延伸ルートの今後の検討について 

④ 歩く利用の活性化にかかる今後の取組アイディアについて（グ

ループワーク 

妙高連峰登山道連絡会 

令和６年７月２日（火） 

糸魚川地区公民館（糸魚川市） 

① 妙高連峰登山道保全管理運営計画の取組の進捗について 

② 計画見直しに向けた新たな課題についての意見交換 

情報発信部会 

令和６年９月 18 日（水） 

りんごパークセンター（飯綱町） 

① 行動計画（情報発信の強化）の進捗について 

② 国立公園指定 10 周年記念イベントについて 

第２回歩く利用部会 

令和６年 12 月 23 日（月） 

小谷村役場（小谷村） 

① 延伸ルートの準備状況について 

② あまとみトレイルの運用状況について 

③ 歩く利用の活性化にかかる活動報告・計画 

④ 国立公園指定 10 周年について 

幹事会 

令和７年２月７日（金） 

中部公民館（長野市） 

① 令和６年度活動報告（案）、歳入歳出決算書（案） 

② 令和７年度の役員について（案） 

③ 令和７年度活動計画（案）、歳入歳出予算書（案） 

④ 妙高戸隠連山国立公園連絡協議会規約の改正（案）について 

総会 

令和７年２月 26 日（水） 

妙高高原メッセ（妙高市） 

第一号議案 妙高戸隠連山国立公園連絡協議会規約の改正（案）に

ついて 

第二号議案 令和６年度活動報告（案）、歳入歳出決算書（案） 

第三号議案 令和７年度の役員について（案） 

第四号議案 令和７年度活動計画（案）、歳入歳出予算書（案） 

資料２－① 別紙１ 



1 

 

2024  あまとみトレイルの利用と運営に関わる中間報告 

～温故知新、日本一愛される国立公園へと繋ぐ、ロングトレイルを目指して～ 

 

本年度春よりあまとみトレイルクラブで行ってきたルートの確認と維持管理、安全な利用

を前提とした情報提供に関する事業の中間報告と今後の必要事項の提案 

 

Ⅰ 2024 年度あまとみトレイルクラブ事業報告（11/30現在） 

 

１．協議会 HP（あまとみトレイル） メール対応 毎日 

 

２．あまとみトレイルクラブの公式 HP の作成、運用開始【４月 18日】 

･SNS へのアップ状況、沿線上店舗での聞取り等利用者情報の確認 適宜 

 

３．オープン前トレイル状況の確認 

・笹ヶ峰積雪状況の確認   ４月 18日 

・古池登山口-笹ヶ峰夢見平  ４月 20日 

・荒瀬原－斑尾山頂－タングラム  ４月 26日 

・笹ヶ峰－苗名滝※吊り橋復旧確認 ５月 11日 

・古池登山口-笹ヶ峰目印テープ外し ５月 19日 

 

４．草刈等整備 ※ルート上整備であっても業務委託等を受けている区間は含めていない 

・山桑付替え区間の刈払い   ６月 15日、７月６日、10月 14日 

・戸隠牧場草刈り    ６月 14日、22日、 

・伝九郎用水沿線草刈り、鑪集落トレイル部分草刈り ６月 15日 

・信濃町鉄塔下区間の整備に参加   ７月 29日 

 

５. ツキノワグマ事故対応 

・６月 20 日から翌 21 日の間に事故発生、現地確認 ６月 22、23 日 

・警鐘設置本体部作成４基分    ７月 1～５日 

・警鐘及びセンサーカメラ設置各４台→運用開始  ７月６日（３名） 

・カメラ点検、データ収録、整理 （各２名）   

７月 21日、28日、８月４日、14日、25日 

・警鐘追加２基（７月 28日）２名 ９月６日、25 日、11月６日、20日 

・カメラ２台、警鐘６基（釣り鐘部分）を撤収（11月 20日） ２名 

  

 

資料２－① 別紙２ 

（あまとみトレイルクラブからの資料） 
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６．イベント出展等 

飯綱におけるアウトドアイベント「ＹＡＭＡＳＡＩ」にブース出店 ６月１日、２日 

読売新聞社主催 東京大手町開催「ロンググトレイルミーティング」

2024 へ出展 

９月３日 

信越トレイルクラブ主催「トレイルメンテナンスミーティング」参加 

トークセッションに登壇（みちのく潮風トレイル、常陸国トレイル、信

越トレイル、あまとみトレイル） 

10月 26日 

松本市開催、「MATSUMOTO TRAIL DAY」 来年度開通予定の「信飛トレ

イルイベント」に出展 トレイルのハイカーが語るトークセッション 

11月 16日 

信越トレイルクラブと協力・支援によるトレイル整備のあり方を学ぶ

協働活動実施 ※ 

11月 20日 

 

 

※【上記、信濃町（東北電力送電線下）の活動報告】 

・（当日参加者）信越トレイルクラブ関係者５名、あまとみトレイルクラブ関係者３名、

信濃町 1 名、事務局４名 

・現地にてトレイル整備のあり方、整備方法など信越トレイルクラブのアドバイスをいた

だきながら関係者で実施。当日降雪のため、当初スケジュールを変更。（意見交換会は後

日補足あり） 

・東北電力送電線下の急斜面については、ハイカーの安全面をふまえたトレイル整備のあ

り方として信越トレイルクラブからの提案もあり、急斜面箇所をジグザグにするトレイル

整備を今後検討していきたい。現地は、借り受けている東北電力側での理解と申請（東北

電力側で）が必要な場所。 

・（12月 16 日意見交換会の補足参加者）信越トレイルクラブ２名、あまとみトレイルク

ラブ ２名、事務局３名 

 

 



１．歳入の部 （単位：円）

予算額 決算額
増減

（決算-予算）

715,000 715,000 0

0 0 0

449,511 449,511 0

0 120 120

1,164,511 1,164,631 120

２．歳出の部

予算額 決算額
増減

（決算-予算）

0 0 0

5,000 1,760 ▲ 3,240

38,000
協議会ホームページ
サーバー・ドメイン更新費（入金手数料含む）

100,000 あまとみトレイル維持管理にかかる現地勉強会

90,706
あまとみトレイルパンフレット増刷（一部写真差
替）

61,120 トレイルカメラ、クマ除け鐘購入

58,049
あまとみトレイルクラブ・メール確認業務（R6年4
月1日から令和7年2月28日まで）

４　予備費 583,190 0 ▲ 583,190

1,164,511 349,635 ▲ 814,876

歳入総額 1,164,631 円

歳出総額 349,635 円

差引総額 814,996 円 ←次年度に繰越

合計

２　事務費 郵送料、振込手数料等

３　事業費 業務費 576,321 347,875 ▲ 228,446

合計

科目 摘要

１　会議費 協議会運営費は、環境省負担

２　補助金

３　繰越金

４　その他 利子（10月1日　141円-21円（税金））

令和６年度 妙高戸隠連山国立公園連絡協議会 歳入歳出決算（案）

科目 摘要

１　負担金
６市町村の合計
　(ベース５万円＋国立公園面積比率割）

資料２－②



【役員】

役職 人数 構成員名（案）

会長 １名
信越自然環境事務所長

（令和６年度　信越自然環境事務所長）

長野市長

（令和６年度　長野市長）

妙高市長

（令和６年度　妙高市長）

小谷温泉旅館組合　代表　山田　誠司

（令和６年度　NPO法人GOZAN自然学校　代表理事　目須田
修）

一般社団法人 戸隠観光協会

（令和６年度　一般社団法人 妙高ツーリズムマネジメント）

(総会・幹事会の事務局及び経理担当)

構成員名（案）

信越自然環境事務所

（令和６年度　信越自然環境事務所）

妙高市

（令和６年度　糸魚川市）

事務局

経理担当

令和７年度 妙高戸隠連山国立公園連絡協議会 役員選出（案）

副会長 ２名

監事 ２名
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妙高戸隠連山国立公園連絡協議会　役員履歴

※副会長は、平成29年度より妙高市・長野市で固定
※監事は、構成員の民間団体と観光協会で持ち回り。
※経理は、令和元年度より自治体で持ち回り。

会長 経理 事務局
平成28年度 環境省長 一般社団法人 新潟アウトドア企画　長野　康之 糸魚川市観光協会長 妙高市 環境省長野自然環境事務所
平成29年度 環境省長妙高市長 長野市長 NPO法人GOZAN自然学校　代表理事　目須田　修 妙高観光推進協議会長 長野市環境政策課 環境省長野自然環境事務所
平成30年度 環境省信妙高市長 長野市長 長野市開発公社理事長　立岩　久忠 戸隠観光協会長 妙高市 環境省信越自然環境事務所
令和元年度 環境省信妙高市長 長野市長 小谷温泉旅館組合　代表　山田　誠司 飯綱高原観光協会長 糸魚川市 環境省信越自然環境事務所
令和２年度 環境省信妙高市長 長野市長 糸魚川フォッサマグナミュージアム　館長 信州しなの町観光協会長 信濃町 環境省信越自然環境事務所
令和３年度 環境省信妙高市長 長野市長 野尻湖ナウマンゾウ博物　館長 飯綱町観光協会会長 小谷村 環境省信越自然環境事務所
令和４年度 環境省信妙高市長 長野市長 元高谷池ヒュッテ管理人　築田　博 小谷村観光連盟 飯綱町 環境省信越自然環境事務所
令和5年度 環境省 妙高市長 長野市長 戸隠登山ガイド組合　代表　吉本　照久 糸魚川市観光協会長 長野市環境保全温暖化対策課 環境省信越自然環境事務所
令和6年度 環境省 妙高市長 長野市長 NPO法人GOZAN自然学校　代表理事　目須田　修 妙高ツーリズムマネジメント　会長 糸魚川市 環境省信越自然環境事務所 今年度
令和7年度 環境省 妙高市長 長野市長 小谷温泉旅館組合　代表　山田　誠司 戸隠観光協会　会長 妙高市 環境省信越自然環境事務所 次年度案

副会長
妙高市長

監事

資料３別紙１
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令和７年度 妙高戸隠連山国立公園連絡協議会 活動計画（案） 

 

 平成 27 年３月の妙高戸隠連山国立公園の指定を受け、平成 28 年度から協議会を設立し

行動計画に基づいた各種取組を実施してきた。令和７年度は、行動計画の目標実現に向け、

これまでの取組結果を踏まえて本活動計画を、協議会構成員との協働により実施する。 

 

（１）国立公園計画等 

 ○公園計画点検に向けた調査 

・奥裾花地域（長野市）拡張を含む公園計画全体の見直しを行うため、調査及び関係者

との意見交換を行う。（環境省） 

 

（２）生物多様性の保全 

 

 

 

○火打山におけるライチョウ保全に関する取組 

 ・地球温暖化の影響で植生の変化が認められる火打山において、大規模試験区（箇所数、

範囲などについては、今後の「ライチョウ保護増殖検討会」にて協議予定）でイネ科

植物の除去事業を行い、ライチョウの生息環境改善及び高山帯の生態系保全について

の評価を行う。（有識者・新潟県生態研究会・環境サポーターズ・妙高市・上越森林

管理署・環境省） 

 

○妙高山・火打山における植生状況の継続的なモニタリングの方法の検討 

・引き続き植生変化の記録、モニタリングを実施していく予定。（築田氏） 

 

○金山におけるお花畑保全の取組 

令和６年度に保全対策として行った土嚢設置後について、花畑保全に必要な水の流

れの改善状況についてモニタリングを行う。（環境省） 

 

○火打山 天狗の庭におけるお花畑保全の取組 

  令和６年度に保全対策として行った木道修繕工事後において、花畑保全に必要な水

の流れの改善状況について調査を行う。（環境省） 

 

○大谷地湿原での湿原植生の保全に関する取組 

 ・大谷地湿原の外来種やヨシの繁茂、乾燥化の対策として、引き続きヨシの刈取りを行

う。（長野市、飯綱高原観光協会、環境省）  

・大谷地湿原の令和２年度から令和６年度末までの調査結果を、報告会等で地域や関係

機関と現状共有するとともに、適切な管理手法について施設所管課と検討を進める。

（長野市） 

◆市民・研究者・行政が一体となって保全活動を実施 

◆生物多様性を保全し、かつ適正な利用の推進 

資料４－① 
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○雨飾山中の池での生態系保全に関する取組 

・令和５年度に土砂流入対策を実施した中の池において、引き続き土砂流入状況のモニ

タリング等を実施する。（地元関係者、糸魚川市、環境省） 

 

○笹ヶ峰高原、いもり池周辺等での外来種に対する取組 

 ・特定外来生物オオハンゴンソウ防除を笹ヶ峰高原やいもり池周辺に加え燕温泉登山口

周辺で実施する。また、いもり池の外来スイレンの駆除対策を地域住民やボランティ

ア、関係機関が協力して行う。（地域住民、生命地域妙高環境サポーターズ・妙高高

原ビジターセンター、新潟県、妙高市、環境省、上越森林管理署） 

 

○国有林等でのニホンジカ等対策 

 ・令和７年度においても、引き続きニホンジカの生息状況調査を検討中。（上越森林

管理署） 

・センサーカメラを用いた生息状況調査等を実施する。 

（北信森林管理署） 

・有害鳥獣捕獲業務委託を実施する。（北信森林管理署） 

・鳥獣被害対策実施隊による妙高市域の山麓のニホンジカ等の生息確認及び個体数管理

による駆除を実施する。（妙高市） 

 

○戸隠森林植物園内の整備と周辺でのゴミ拾い及び外来種に対する取組 

 ・戸隠森林植物園内の整備を植物園関係協議会等と協力し実施する、またゴミゼロ運動

として、北信森林管理署の主催で、構成員・関係機関等と協力してゴミ拾い及び外来

種除去を実施する。（国有林野関係団体・戸隠観光協会・長野市・環境省） 

 

○火打山・妙高山地域で地域自然資産法に基づく入域料の収受 

・火打山・妙高山地域（妙高市内）で、自然環境保全や登山道保全整備のために地域自

然資産法に基づく入域料の収受を実施する。（生命地域妙高環境会議、妙高市、新潟

県、環境省、上越森林管理署） 

 

〇民間参画、市場メカニズムを活用した保全費用の確保の推進 

・妙高市による入域料導入の実績を生かし、他地域への展開を図る。（協議会） 

・火打山・妙高山地域における地域自然資産法に基づく入域料の収受を行うとともに、

ライチョウ保護のクラウドファンディングを行う。（妙高市） 

 

〇活動成果及び調査結果、自然環境情報や効果的な保全方法の協議会ホームページでの 

共有（環境省） 
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（３）良好な景観形成 

 

 

○国立公園内における景観改善   

 ・自然公園法等の関係法規並びに各自治体の景観計画に基づく届出制度等により、良好

な景観形成を図る。（環境省、法定受託事務自治体） 

 ・「良好な景観づくりの手引き」（2018 年に連絡協議会作成）を活用した景観改善の推

進を行う。 （協議会）  

 ・環境省の各種補助金を関係者に周知し、景観改善の取組の促進を図る。 

 

（４）ロングトレイルの設置 

 

 

 

 

〇開通区間の運用 

・令和３年 10月に開通した長野駅～戸隠～笹ヶ峰～野尻湖～斑尾山の区間について、管

理運営体制に基づき、運用する。管理運営体制を再確認し、現状に合わせて修正改善

を図る。（協議会） 

 

〇延伸ルート開通に向けた調整 

・小谷村、糸魚川市方面への延伸について、土地所有者調査、維持管理者等関係者など

とともに現地調査と開通に向けての調整を行う。 

 

 ○利用活性化、地域浸透に向けた取組 

・あまとみトレイルガイドやスルーハイク、維持管理の体制作りや地域への浸透等歩く

利用の活性化を図り、日本ロングトレイル協会加盟に向けた取組を行う。（協議会） 

 

（５）登山の活性化 

 

 

 

○妙高連峰登山道連絡会の開催 

・妙高連峰の登山道に関わる関係者が参加する連絡会を開催する。連絡会では、妙高連

峰保全管理運営計画書に記載されている「課題・推進体制・スケジュール」に関して、

情報共有及び意見交換等を行う。また、次期の計画見直しに向けての検討を行う（環

境省） 

 

 

◆当国立公園らしい良好な景観が地域資源として適切に保全活用 

 

◆当国立公園を“つなぐ”ことを目的として協働体制を構築 

◆地域の滞在時間の延長、広域的な周遊利用の増加、インバウンドの増加等 

⇒国立公園を通した地域活性化 

◆安全な登山利用の推進 

◆登山道の維持管理体制の構築 
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○協議会ホームページでの登山情報の一元的な発信 

 ・連絡協議会ホームページなどでの登山情報の一元発信を行う。 

 

○火打やまナビの運用 

・火打山登山道に設置された、ビーコンを利用してスマートフォンで火打山の情報を登

山者が受け取るアプリ「火打やまナビ」の運用を引き続き行う。（妙高市） 

 

○雨飾山の登山指導・相談所開設・交通整理の実施 

・登山者の安全と遭難防止への対策として、令和６年度に引き続き、登山相談所設置及

び交通整理、分散登山の登山届記入・提出の推進等を行う。（小谷村） 

 

○笹ヶ峰の臨時駐車場の設置 

・笹ヶ峰における利用上の安全確保のため、令和６年度に引き続き、路上駐車対策とし

て臨時駐車場を設置する。（地元関係者、妙高市、環境省） 

 

○携帯トイレ利用の普及啓発 

 ・携帯トイレブースが設置されている山域の登山口周辺において、携帯トイレの利用促

進に向けた普及啓発活動を行う。（小谷村、妙高市、長野市） 

 ・連絡協議会及び各主体が情報発信する登山マップ等で携帯トイレの持参を呼びかける。

（協議会） 

 

○登山道の巡視 

・各機関の管轄登山道の巡視活動を実施する。（各市町村、長野県、新潟県、環境省） 

 

（６）エコツアーの活性化 

 

 

 

○ネイチャーポジティブツーリズム促進 

・人手不足などにより、地域外からの活動参加が地域の助けとなる保全活動について、

一元的な発信を実施。 

 

○妙高戸隠連山国立公園ストーリー集の周知及び活用 

・令和６年度に作成した、妙高戸隠連山国立公園ストーリー集を広く周知するとともに、

各種体験コンテンツへの浸透を促すための方策を実施する。（環境省） 

 

○ガイド情報及び他事例ガイド制度等の情報収集 

・ガイドを交えた意見交換や取り組み発表会などの開催を検討する。（環境省） 

 

◆地域資源の保全と利用の両立 

◆滞在時間の延長、地域のブランド化 
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〇各構成員による質の高いガイドの養成 

 

○環境省農山漁村体験プロジェクト事業（長野県側） 

・妙高戸隠連山国立公園における教育旅行の推進を目指し、令和６年度に作成した教育

旅行向け冊子を、教育委員会等を通して発信していく。（環境省） 

 

○各構成員によるその他の取組 

 

（７）情報発信の強化 

 

 

 

○妙高戸隠連山国立公園版のオフィシャルパートナーと連携したＰＲ活動の実施 

 ・締結したオフィシャルパートナーと連携し、PR活動を行う。 

  

○各構成員による国立公園の積極的な発信 

・協議会フェイスブックや各構成員フェイスブック、インスタグラム等を活用し、積極

的に国立公園名をＰＲした情報発信を行う。 

 ・デジタルサイネージを活用した PR事業を行う。なお、移動式デジタルサイネージは信

越自然環境事務所が１台所有しているので貸し出しする。（環境省） 

 

○国立公園指定 10 周年記念行事の実施 

・令和６年３月 27日で指定 10周年を迎えることから、令和７年度を 10周年記念年度と

し、一層の広域連携を図りつつ、行事等を実施する。（協議会、各構成員） 

 

（８）協議会としての体制の充実 

○妙高戸隠連山国立公園版オフィシャルパートナーシップの締結 

・協議会が本国立公園で行う取組の充実を目指すため、協議会と地域の企業・団体等が

相互に協力し、「自然環境保全に関係する活動」、「適正な公園利用の推進に関係す

る活動」、「国立公園の魅力を発信する活動」、「本協議会の取組への協賛」といっ

た活動等を行うため、妙高戸隠連山国立公園版オフィシャルパートナーシップを締結

する。 

※令和６年度現在の締結状況 

AC 長野パルセイロ、NEXCO 東日本（上越長野事務所）、株式会社三条印刷上越高崎営

業所 

 

（９）その他 

○連絡協議会及び妙高連峰登山道連絡会の開催 

・連絡協議会及び妙高連峰登山道連絡会を例年通り開催する。（環境省） 

◆妙高戸隠連山国立公園ファンの獲得 

◆地域としてのまとまりを活かした積極的な情報発信 
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国立公園指定 10周年記念企画について（案） 

 
■趣旨 

 妙高戸隠連山国立公園指定 10 周年を迎えるにあたり、10年目の一年間を記念イヤーに位

置付けて、国立公園立地自治体の住民や事業者、関係者に対して、「妙高戸隠連山国立公園」

の魅力や自然の価値を浸透させる。 

 
■期間 

令和７年３月 27 日～令和８年３月 26日 

 
■実施する企画内容 

１．各構成員の企画 

（１）10周年記念冠イベントの実施及び一元発信 

期間中に妙高戸隠連山国立公園に関連して行われる自治体や観光協会などのイベントに

ついて、「妙高戸隠連山国立公園指定 10周年」の冠をつけ、協議会で一元的に発信する。 

・令和７年３月 27日に概要を報道発表するとともに、４半期（４～６月、７～９月、10

～12月、１～３月）ごとに詳細を報道発表。 

・協議会のホームページや SNSで発信 

・教育委員会を通し、電子データで学校に配布（可能な範囲で） 

・紙媒体も印刷し、ビジターセンターや博物館、観光協会等で配布 

・国立公園オフィシャルパートナー企業に情報提供 

 
（２）保全ツアーの一元発信 

令和６年度から実施している、各構成員が企画する保全ツアーの協議会による一元発信

について、継続して実施する。国立公園オフィシャルパートナー企業等への広報を行う。 

 

（３）広報誌への掲載 

 自治体の広報誌に 10周年に関する記事を掲載する（可能な範囲で）。 

 

（４）各構成員による広報活動との連携 

 各構成員が独自に行う広報（マスコミ対応、新聞掲載、SNS発信等）に際し、可能な範囲

で妙高戸隠連山国立公園指定 10 周年である旨も伝える。 

 
２．協議会の企画 

（１）協議会ホームページへ 10 周年特集ページを開設 

 10周年のあゆみや、記念行事の開催案内等を掲載する。 
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（２）記念品の作成 

 「１．」で実施する冠イベントや「３．」で実施する行事等での配布のため、記念品（国立

公園シンボルマークを元にした記念マークのシール）を作成する。 

 

（３）イベントチラシの作成印刷 

「１」で実施する４半期ごとのイベント情報について、チラシを作成し、紙の印刷を行う。 

 
３．環境省の企画 

（１）記念フォーラムの開催 

 10 周年を迎えたことを広く周知し、あまとみトレイルも含めた国立公園の地域浸透を図

る企画を検討する。 

 

（２）活動団体、研究者等の交流会 

 国立公園内で自然環境保全や適正な利用への取組に貢献している地域人材から取組の発

表をいただき、交流を促進する。 

 ※「（１）」と合わせての実施も検討 

 

（３）記念マークの作成 

 イベントの広報等に使用するため、10周年記念マークを作成する。 

（妙高戸隠連山国立公園のシンボルマークの普及も目的とし、当該シンボルマークを活用

することを原則とする） 

 

（４）国立公園紹介動画の作成 

 国立公園の美しい風景やアクティビティに関する動画を作成し、各構成員や周知に協力

いただける企業等に提供し広く活用いただく。 

 

（５）広域マップの作成 

 国立公園の範囲や見どころを紹介する簡易広域マップ（A4 又は A3 サイズ１枚を想定）

を作成し、広く配布できるようにする。環境省 HPにも掲載し、営利目的でなければ自由に

印刷して配布できる形とする。 

 

（６）謎解きスタンプラリー 

 令和６年度に作成している「妙高戸隠連山国立公園ストーリー集（仮題）」をもとに、妙

高戸隠連山国立公園の各エリアをめぐる謎解きスタンプラリーを実施する。 

 

（７）写真展の開催 

 10周年記念写真展を開催する。 
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（８）ブース企画展示 

 学校や図書館等に、妙高戸隠連山国立公園 10周年記念ブースを設置することで、地域の

子どもを中心とした地域浸透を図る。（主に戸隠側を想定） 

 

（９）出前授業 

 小中学校への出前授業を行い、妙高戸隠連山国立公園についての子どもへの周知を図る。 

 
■報道発表 

 令和７年３月 27日にマスコミに報道してもらえるよう、10周年記念企画に係る報道発表

を行う。それに合わせて各構成員で実施する冠イベント等の周知を図る。 

また、その後も四半期ごとに継続してイベント等の報道発表を行うことで、地域浸透効果

を高める。 



１．歳入の部 （単位：円）

予算額

715,000

0

814,996

0

1,529,996

２．歳出の部

予算額

0 協議会運営費は、環境省負担

5,000 郵送料、振込手数料等

100,000 あまとみトレイル維持管理関係

14,839
協議会HP維持管理、保守経費
（サーバー費（÷３）＋ドメイン費＋手数料）

750,000 10周年広報費

４　予備費 660,157 660,157
トレイル延伸準備費
（延伸開通のための標識等整備費）

1,529,996

歳入総額 1,529,996 円

歳出総額 1,529,996 円

差引総額 0 円

注）会長の決するところにより、科目間の流用をすることができる。

令和７年度 妙高戸隠連山国立公園連絡協議会 歳入歳出予算（案）

科目 摘要

１　負担金
６市町村の合計
　(ベース５万円＋国立公園面積比率割）

２　補助金

４　その他

合計

摘要

３　繰越金

合計

科目

１　会議費

２　事務費

864,839３　事業費 業務費

資料４－②



（参考）負担金について

市町村名 負担金額

糸魚川市 105,000

妙高市 215,000

長野市 155,000

信濃町 100,000

飯綱町 55,000

小谷村 85,000

小計 715,000

※１　

※２　

負担金は計70万円を目標とし、「ベース５万円＋国立公園面積比率割」により配
分。

環境省及び関係県は、「負担金」としての拠出はできないため、それぞれの支出方法による。
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